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   Pathogenesis of nocturnal enuresis without organic lesion is still obscured and there are 
many discussions about it, none of which can entirely explain all of the cases. Treatments 
reported so far are also quite variable, and it is sometimes difficult o make a choice of them. 
   CONTOL was applied to children with bed wetting combined with administration of 
ALINAMIN, and the following result was obtained. 
   1) The treatment was effective in  87.5%. 
  2) Dosage of CONTOL should be 30 mg, and that of ALINAMIN 50 to 100 mg. 
   3) Medication should be continued at least for 4 weeks. 




















思 う 吾 々は主 として第4の 方法を採 用し,そ
れに精神療法乃至 は一般療法 を併用 して実際面
での治療 を行なつて来たのであるが,満 足すべ
き結果が得 られていないのは 既 述 の 通 りで あ
る.
著者 は今 回新 に 世 に 出 た精 神 神経 平 衡 剤
Contolを少数例ではあ るが真性夜尿症 に 応 用
し,こ れにAlinaminを併用する事に よつて従
来使用 されている中枢 神経興奮 剤,自 律神経 安
定剤,ホ ルモソ剤,そ の他種 々の薬 剤に優 ると
も劣らない成績 を得たので簡単 に報告す る.































































































































第7例 は第1例 よりも軽症で,.夜尿は週2～3回 の
程度だつたが,こ れも前述の如き服用方法をとると同
時に患老の説得にも努力した。その結果6週後には全
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以下 の小 児で も1日30mgを 使 用 した.Alinamin量
は佐藤 の報 告 を参 考 と し,10才以 下 の症 例 で は1日50
mg,10才以 上の もの には1日100mgを 使 用 し,以 上
を3回 に 分服 せ しめ た.
その成積 を やや 詳 述 す る と,1,2,3例 は 単 独使
用 での無 効例 で,そ の量 も1日10～20mgで あつ た
が,Alinaminとの 併 用 に際 し何れ も1日30mgを 投
与 した.Alinaminの方 は1,3例 は50mg,第2例
はiobm9を 投与 した.第1例 は4週 間 の服 用 で殆 ど
毎夜 の如 く現 れ た夜 尿 が 週1～2回 と減 少 し,現 在 な
お服 用中で あ る.第3例 もConto11日10mg,2週
間投与 して無 効だ つ た例 で あ るが,Conto1を30mg
とし,こ れ にAlinamin100mg併用 して4週 間 服 用














626 鮫 鵬一 夜 尿 症 に対 す るConto1使用 経験(Alinamin併用療 法)
安定剤乃至遮断剤に属す るもので,そ の他 に使
用 されるものとしては性ホル モソ・副腎皮質 ホ
ル モソ及びその他のホルモン剤が多い1こ れは
夜尿症患者 において膀胱 の神経性緊張充進 や・
自律神経不安定状態が見 られるとの諸報告を根
拠 としている.こ れ らの薬 剤に就 いてその概 略
を記す と,
1)中 枢神経 興奮剤 として文献的 に最初に見
られ るのは覚醒 ア ミソた るペル ビチンで,本 邦
ではヴニ ツカ ミソを用いた報告も知 ら れ て い
る.又 更にペル ビチン とカテラン注射 との併用
療法即 ち大脳皮質興奮増強+暗 示療 法が高度の
治癒率 を示 した との報告 もあるが,実 際的 には
現在覚醒 ア ミンの使用は制限 をうけていて一般
的な治療法 とは云えない.又 最近は リタ リン,
メ トラン等 も用いられているが,投 薬 中止後は
再発する傾 向が認められている.
2)自 律神経 安定剤乃至遮断剤
これ に関する報告は甚だ多 く,使 用 された薬
剤も古 くはア トロピン,ピ ツイ トリンか ら比較
的新 しい所 でファイナ リン・バンサイソ・ プロ
バンサイン等まで多種多様に亘つている.最 近
ではメプ ロバメー ト.ク ロール プロマジン等に
よる報告が多 く,特 に後者に関する報告が多い




ホルモソ等が使用 され,特 に他の治療 で奏功 し
なかつた例での有効例が報告 されている.又 唾
液腺ホル モンを使用 し,著 効を得 たとの報告も
ある.
4)そ の他の薬剤
硫酸マ グネシアの筋 肉内注射,シ ュ ワル ッマ
ン瀕液の静注,コ ン ドロイチ ン硫 酸等 が用 いら
れ,又 松浦等による胎盤漿 の注射 も約709/oの有
効率 を得 ている.
以上の諸治療法は全 て70～80%の有効率 を得
ているが,何 れ も決定的 な成果を期待す る事は
出来ない1
著者が使用 したConto1はクロルジアゼ ポキ
サ イ ドの製剤で,主 として精神神経科領域 にお
い て不安,緊 張,焦 躁感の除去に使用 され,そ
の特長 として速効性が あること,副 作用が殆 ど
ない こと,そ の他が挙げ られ ている.精 神神経
科領域では既 に多 くの使用例が報告 され ている
が,そ の他の領域 では未 だ試用 の域 を出ず,泌
尿器科領域においては未 だその報告 には接 して
いない
Alinaminの夜尿症に対す る効果は前述の2
氏に よつ て検討 され,そ れ ぞれ 可成 りの効果が
認め られ てい るが,更 にその効果 を確実 にす る
為 に著者は両者 を併用 する ことを考 えた.そ の
根拠は,一 般に夜尿症患者 は神経質 であ り,内
攻性 を有す る小児が多い ことか ら,Contolの
馴化作用,筋 弛緩 作用,抗 痙攣作 用等の発現を
期待 し,且 つ又本 症患者 は常に本人の周囲の人
々に対 し,劣 等感を有 してい るので,そ れに起
因す る不安,緊 張,焦 躁感 を除去 した ら或は好
結果 を得 るの ではないか と考 えたか らである.
又投薬 に際 しては,こ れで絶対 に治癒 す るとの
強い暗示 を与 えて本症 患者の不 安感 を除去す る
ことに努 めた.
著 者が得た成績を検討す ると,単 独使 用群 に
おいては7例 中著効2例,有 効2例,稔 々有効
1例,無 効2例,不 明1例 で,他 の薬剤に比べ
特に差は認め られ ない 勿論初め ての試みなの
で,投 与 方法等 に検討 の余地は十分 に認め られ
る.即 ち1日10mg使 用例は2例 共 に無効,1
日20mg使 用例は著効1,梢 々有効1例,30
mg投 与 例は不 明(通 院 中止)の1例 を除 き著
効1,有 効1で 投与量 の増 加 と共 に成績は 向上
してい る.以 上の結果 か ら少な くとも投与量は
1日3(㎞g或 はそれ以上投与 しなければ好結果
は期待 出来ない、又投与 日数も有効 例は全 て4
週 以上投与 した例 であつ て,Conto1の効果は
1日30mg以上,4週 連続服 用が絶 対条件 と考
え られる.
以上 の結果か ら併用群に おい てはContol1日
30mg投与 を原則 と した.Alinaminは10才を
境 に してそれ以上は100mg,以下 は50mgと
した.し か しこれは特 に理論的根拠が あつた訳
ではない その結果は表 の如 く,単 独使用 で無
効の3例 において著 しい効果 を認 め,そ の他 の








られる様な傾向を示 した.な お又全例を通 じ副
作用と思われるものは全 く認めなかつた.
結 語
原因と考 えられ る器質的病変 を認め ない真性
夜尿症に対 し,Conto1単独,及 びContol・Ali-







3)投 与 日数は最小限度4週 間持続すべ きで
ある.
4)副 作用は全 く認め られ ない
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